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展覧会レビュー

３Dアーカイブを公開中！

▲

3Dアーカイブは

こちらからどうぞ

クロノトポスの醸造術

慶野結香 青森公立大学 国際芸術センター青森（ACAC）  学芸員

さよならだけが

人生ならば

めぐりあう日は何だろう

工藤健志 青森県立美術館  学芸員

PICK

UP!

ナウィンさんの《いのっちへの手紙》は、昔のものと今のもの

を混ぜて描いていたり、色合いが「弘前！」という雰囲気で、

いのっちにあげたらとても喜ぶだろうと思いました。

グラスの回る作品が心に残りました。なぜかというと、ホース

のところから風を送っていて、くるくるしているので、ぼくも

回りたいと思いました。

小学6年生

小学3年生

　現代美術が「サイト・スペシフィック」と呼

ばれる、場所の固有性を重視するようになっ

て久しい。この場所でしか見られない、ここで

見る意義のある作品や展覧会。青森市にある

アートセンターに勤めていても、この地に根付

く文化に接触しようとすると小一時間車を走

らせ、弘前あたりまで来ることになる。そんな

文化の息づく街、弘前に新しい美術館が誕生

した。近代産業遺産として約100年の歴史を

持ち、国内ではじめて大々的にシードルが造

られた煉瓦倉庫が、田根剛によって改修・整

備され、美術館の建物自体がグローバル化す

る世界がもたらしてきた従来型の画一化や均
質化に問いを投げかけるかのようである。
　開館記念展覧会「Thank You Memory  ―
醸造から創造へ―」では、場所と建物の「記
憶」に焦点が当てられた。出展作家の多くは、
この場所と何らかの形で接触して新しい作品
を生み出し、それらはそのまま美術館のコレク
ションとして収蔵されるという。最初の展示室

では、今あるこの場を準備した近代化の流れ
が、イメージのコラージュ、遺物のインスタレー
ション、年表により、現在からの応答として示
される。畠山直哉の写真は美術館として転用
される前の建物、藤井光の記録映像は建物に
人の手が入っていく様子を写し、場所の変遷を
知らせる装置としての役割を果たす。過去と現
在のこの場所を想像力によってつなぎ、気配を
増幅するインスタレーションを見せたのは笹
本晃。ナウィン・ラワンチャイクンは、ここに生
きる具体的な人 と々その創造物を、ねぷたとい
う記号を借りて掲げた。尹秀珍は古着を用い
ることで、布に残る記憶を都市と結びつける。
弘前の風景の一部となっているりんごを象徴
として用いたジャン＝ミシェル・オトニエルは、
この土地を宇宙へと結びつけていく。弘前に
地縁を持つ潘逸舟と奈良美智は、前者は自ら
の芸術の根源をこの場所に求め、後者の《A to 
Z Memorial Dog》はここが美術館になるきっ
かけとなった出来事を記念するものとして、す
でに多くの人々の記憶と結びついている。
　かつてロシアの文芸評論家ミハイル・バフ
チンは、文学において時間と空間が融合した
相関関係を「クロノトポス」と呼んだ。今回の
作品の多くは、記憶のテーマの下に時間と切
り離し難いものとして実際の場所を具体的に
提示する。このあり方は、発酵作用を利用して
素材を保存性の高い物質に変容させる、人間
の知恵としての醸造にも似ているだろう。作
品は見る者それぞれの記憶と重なり、そのク
ロノトポスを拡張し続けていく。

　2013年に第1作が発表された小沢剛の
「帰って来た」シリーズ。僕はこれまで2015年
に資生堂ギャラリーで《帰って来たペインター
F》を、2016年のさいたまトリエンナーレで
《帰って来たJ.L.》を、2017年の横浜トリエン
ナーレで《帰って来たK.T.O.》を見ている。ペ
インターFこと藤田嗣治、J.L.ことジョン・レノ
ン、K.T.O.こと岡倉天心の生涯から、アジアと
の関係性を小沢独自の土着的視点でとらえ直
し、文化も表現領域も異なるアジア各地の
様々なクリエイターとの協働によってその人物
像を翻案、拡張し、虚実が綯い交ぜとなった
新しい物語を提示するインスタレーションで
ある。絵画、映像、音楽という各要素の統合に
より成立する作品はまさに演劇的とも言えるだ
ろう。固定化した「偉人伝」を解きほぐし、過ぎ
去った過去から現代を生きる我 と々直結する
社会的アクチュアリティを導き出していく
「帰って来た」シリーズ。本展ではこの3作に、
第1作の野口英世をモチーフとした《帰って来
たDr. N》（日本/福島とガーナが舞台）、さらに
弘前生まれの寺山修司を取り上げた新作
《帰って来たS.T.》を加えたシリーズ全5作品
が一堂に公開されている。ホワイトキューブと
は対極にある元倉庫ならではの固有性を持つ
有機的空間に、「近代」、「アジア」という自らの
アイデンティティに深く根差した作品を追求し
てきた小沢剛という作家の特質が融合し、こ
れまで以上に本シリーズのテーマやコンセプト
が明確に伝わる展示となっていたように思う。
　本展の目玉はやはり美術館とのコミッショ
ンワークである《帰って来たS.T.》であろう。
小沢は、寺山率いる「演劇実験室◎天井棧
敷」のイラン公演（1973年、1976年）という出
来事を媒介として弘前とイランという遠く離れ

た2つの地域を共振させ、斬新な寺山像を編
んでいく。イラン在住の画家、ミュージシャン
と、弘前在住の人形ねぷた組師、津軽三味線
奏者による地域、領域を横断したコラボは、イ
ラン国内の政情不安や世界規模のコロナ禍で
難航を極めたというが、制作条件の悪化がむ
しろ地域、領域横断型の協働から生じる「偶
発性」をさらに高めているように感じられ、作
品が設置された空間に身を浸した時、柔軟な
思考の回路がより開かれていくかのようで
あった。同時に、グローバルな視点を持ちつ
つ、日本/東北というローカルな風土に深く根
を張った寺山の活動と、小沢の創作態度の相
似性も浮かび上がってくる。かつて寺山は「市

街劇」という形式をもって演劇の概念そのも
のを解体したが、絵画、映像、空間装置を複
合化させた、まるで「見世物の復権」を主張す
るかのような本シリーズにおいて小沢は、ロー
カルに軸足を置いたグローバリズム、協働に
よる他者性の積極的導入、芸能的儀礼性など
を強く打ち出し、（アートを含めた）欧米中心
の価値観を軽やかに乗り越えていくのだ。

生まれ変わったれんが倉庫内には、小沢さんの作品に表現された著名人たちの生きた
証、それらと共鳴して、エネルギーがじゃわめいで居るようでした。ココで出会った方々
と、場を創り出す・想いを表現する体験は、次のステップの自分へ活かしていきたいです。

VOICE：来館者の感想

VOICE：制作サポーターの感想

他の参加者と、和紙を切って骨組みを留めてと作業をするのが楽しく、仕事と
は別の人間関係も新鮮でした。展示も、少しでも制作に関わったと思うと視点
が変わるような気がします。良い経験ができました。

開館1年目となった2020年度は、2つの展覧会を開催しました。
今回の特集では、青森県内の学芸員による展覧会レビューと
来館者・制作サポーターの感想をお届けします。

※小沢剛展の3Dアーカイブは現在制作中です。

Thank You Memory 
̶ 醸造から創造へ ̶

尹秀珍、ジャン＝ミシェル・オトニエル、笹本晃、畠山直哉、
藤井光、奈良美智、ナウィン・ラワンチャイクン、
潘逸舟［弘前エクスチェンジ］  

2020年6月1日(月) ― 9月22日(火・祝)

開館記念 春夏プログラム

1.《帰って来たS.T.》2020年  弘前れんが倉庫美術館蔵　2.《帰って来たS.T.》（部分）2020年  弘前れんが倉庫美術館蔵
3.《帰って来たJ.L.》2016年  作家蔵　4.《帰って来たペインターF》2015年  森美術館蔵　5.「円卓会議の部屋 －帰って来
た人たちのアーカイブと百年－」展示風景　撮影：楠瀬友将（1、3、4、5）

1. ナウィン・ラワンチャイクン《いのっちへの手紙》2020年  弘前れんが倉庫美術館蔵　2. 潘逸舟《私の芸術が生まれた
場所》2020年  作家蔵　3. 尹秀珍《ポータブル・シティ：弘前》2020年　撮影：畠山直哉
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3Dで撮影された展示空間をウェ
ブで鑑賞することができる「3D
アーカイブ」を公開しています。
自由に視点を変えられるので、
まるで実際に展覧会を巡ってい
るように楽しむことができます。
当館ウェブサイトの各展覧会
ページをご覧ください。

小沢剛展　オールリターン

2020年10月10日(土)―2021年3月21日(日)

開館記念 秋冬プログラム

̶百年たったら帰っておいで  百年たてばその意味わかる




